
観光プロモーション課

文化観光としての

新博物館１階活用案について



• 新博物館は、立地的に松本城へと続く大動脈の入り口に位置し、松本駅を中心とし

た新市街（生活エリア）と、松本城を中心とした旧市街（歴史観光エリア）を結ぶ

場所に位置しています。

• 大名町は、歴史の流れで金融・商業エリアから、文化観光エリアへと移行しつつあ

り、今後のまちづくりの観点からも、その重要性は増しています。

• 近未来の市街地では、お堀の復元、市庁舎の再建、ＪＲ松本駅のリニューアルなど

のビッグプロジェクトが計画されています。一方、時代と共に産業構造も変化し、

まちの役割や商売の形態も大きな変革が求められています。

• 新博物館の立ち位置や本来の担うべき役割を熟慮し、「必要なもの」「求められて

いるもの」「伝えたいもの」を明確にしたソフトコンテンツとそれを動かすソフト

パワーが重要なカギとなります。

• 観光サイドとしては、文化財や文化施設等を活用し来訪者を増加させ、そこで得ら

れた観光消費を、文化に再投資させる「文化、観光、経済の好循環」を図るうえで

新博物館はその拠点に成り得る施設であると考えています。
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文化観光の考え方

２












